
尾張旭市監査公表第１２号 

令和６年１２月５日付け尾張旭市監査公表第２９号をもって公表した定例監査結果

報告について、令和７年２月１３日付け６保育第２４９号で市長から措置を講じた旨

の通知がありましたので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１４

項の規定により次のとおり公表します。 

令和７年２月２６日 

 

尾張旭市監査委員 山 田 義 浩      

 

 

                   尾張旭市監査委員 大 島 も え      

 

 

こども子育て部保育課 

監 査 の 指 摘 事 項 措 置 状 況 

中部保育園において、市長から行政財産

目的外使用の許可（地方自治法（昭和２２

年法律第６７号。以下「法」という。）第

２３８条の４第７項に規定される許可を

いう。）を得ていない防犯灯の存在を確認

した。 

この点、行政財産とは、普通地方公共団

体において公用又は公共用に供し、又は供

することと決定した財産をいう（法２３８

条第４項）ものとされているところ、同課

は、防犯灯設置者による行政財産の目的外

使用に気付かずにいたことになる。なお、

行政財産は、その用途又は目的を妨げない

限度においてその使用を許可することが

できるものとされており、許可をするので

あれば、適切な手続を漏れなく実施された

い。 

 行政財産目的外使用の許可を得ず設置

された中部保育園の防犯灯については、

「施設敷地内等に設置されている防犯灯

について（照会）」（令和７年１月３１日付

け６市活号外市民活動課長発出）に記載

の是正内容に従い、市民活動課と連携の

上、防犯灯設置者に行政財産目的外使用

許可申請書の提出を依頼する。 

また、その他の保育課管理敷地につい

ても、電柱等に許可を得ていない共架物

がないかを定期的に確認し、再発防止に

努める。 

物品の検査（尾張旭市物品管理規則（平

成２５年尾張旭市規則第３号。以下「物品

管理規則」という。）第２３条に規定され

る使用中の物品及び備品台帳に係る検査

をいう。）を令和５年度は実施していなか

った。また、備品のうち、２点については

物品管理規則第１８条及び第１９条に規

定する不用決定及び廃棄に係る決裁等を

経ずに廃棄されていた。 

 尾張旭市物品管理規則の規定による検

査については、令和７年２月に完了した。

次年度以降も、毎年２月までに検査を完

了できるよう、保育園と連携して実施す

る。 

 不用決定及び廃棄に係る決裁を経ずに

廃棄された保育園の２点の備品について

は、改めて決裁を得た。また、１２月の園

長会において、物品管理に関する事務手



物品管理事務を適切に実施されたい。 続について再度周知した。 

今後、事務の遺漏がないよう定期的に

事務手続について保育園に周知すること

で再発防止を図っていく。 

本市の随意契約ガイドライン（総務部総

務課策定。以下「ガイドライン」という。）

により、随意契約を締結する場合、予定価

格が尾張旭市契約規則（昭和５３年尾張旭

市規則第１９号）第２５条に定める金額を

超えるときは、随意契約の内容の公表をし

なければならないが、私立保育所との保育

委託契約及び令和６年度柏井保育園送迎

用駐車場賃貸借契約は、予定価格が同条に

定める金額を超える随意契約であるにも

かかわらず、内容の公表が行われていな

い。 

ガイドラインに沿った事務処理を漏れ

なく実施されたい。 

 契約の決裁事務において、「随意契約の

内容の公表」は作成していたものの、電子

データの送付を失念していたため、指摘

後、早急にデータを送付し、現在は公表さ

れている。 

今後、事務の遺漏がないよう情報共有

を図るとともに、当該事務のデータを格

納するフォルダ内に注意喚起のメモを残

すことで再発防止を図った。 

 

 


